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ける所見 

共生に開始するオルガネラの創成過程を、宿主とのダイナミックな相互作用

機構の解明を通じて研究展開する独自性のある提案である。オルガネラが宿主

を支配するというコンセプトから組織された領域であり、非常に魅力的である。

共生・寄生に駆動されるオルガネラと真核生物の進化を多層空間的に理解する

ことを目指しており、この領域の目的達成に十分貢献できる実績ある研究者に

より組織が構成されている。領域のマネージメントでは、ゲノミクス、イメー

ジング、バイオリソースなどの支援体制の構築に配慮がなされている点が評価

できる。 

 

 


